
市第91号 

181 

 

 

 
市第91号議案 

   不当利得返還についての訴えの提起 

 不当利得返還について、次のように訴えを提起する。 

平成25年12月３日提出 

横浜市長 林   文 子 

１ 当事者 

  原告 横浜市 

      代表者 

      横浜市長 林   文 子 

  被告 神奈川区六角橋六丁目18番10号 

     ランディング株式会社 

      代表取締役 鈴 木 アイ子 

２ 訴訟物の価額 

  17,088,965円 

３ 訴えの要旨 

 ランディング株式会社（以下「ランディング」という。）に対

し、17,088,965円及びうち17,088,000円に対する平成25年６月10

日から平成25年12月31日までにあっては年14.6パーセントの割合

、平成26年１月１日から支払済みに至るまでにあっては横浜市税

外収入の督促及び延滞金の徴収に関する条例等の一部を改正する

条例（平成25年６月横浜市条例第37号）第１条の規定による改正

後の横浜市税外収入の督促及び延滞金の徴収に関する条例（昭和

31年６月横浜市条例第14号）付則第５項の割合による延滞金の支

払を求める。 

４ 訴えを提起する理由 
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  横浜市は、ランディングに対し、不適正な請求によりランディ

ングが過大に受給していた介護給付費等の返還を請求した。そし

て、横浜市から督促等がされたにもかかわらず、ランディングが

当該返還請求に応じないため、訴えを提起するものである。 

５ 裁判所 

  横浜地方裁判所 

 

   提 案 理 由 

不当利得の返還を求めるため、ランディング株式会社に対し訴え

を提起したいので提案する。 
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参  考  

   事 件 の 概 要 

１  平 成 21 年 ７ 月 ８ 日   横 浜 市 は 、 ラ ン デ ィ ン グ 株 式 会 社 （ 以 下

「 ラ ン デ ィ ン グ 」 と い う 。） に 対 し 、 介 護

給 付 費 等 の 不 適 正 な 請 求 の 事 実 を 指 摘 し 、

ラ ン デ ィ ン グ が 過 大 に 受 給 し て い た 介 護 給

付 費 等 を 自 主 的 に 返 還 す る こ と を 求 め た 。 

２  平 成 22 年 １ 月 22 日   ラ ン デ ィ ン グ は 、 横 浜 市 に 対 し 、 ラ ン デ

ィ ン グ が 過 大 に 受 給 し て い た 介 護 給 付 費 等

と し て 合 計 17,388,965 円 の 返 還 に 関 す る 同 意

書 及 び 分 割 納 付 に よ る 返 還 計 画 表 を 提 出 し

た 。 

 平 成 22 年 ２ 月 か ら    
３            ラ ン デ ィ ン グ は 、 横 浜 市 に 対 し 、 分 割 納 
  平 成 22 年 ８ 月 ま で  

           付 に よ り 合 計 300,000 円 を 返 還 し た 。   

  平 成 22 年 10 月 か ら    
４            横 浜 市 は 、 ラ ン デ ィ ン グ に 対 し 、 督 促 状 
  平 成 25 年 ７ 月 ま で   

           の 発 送 、 催 告 等 を 行 い 、 17,088,965 円 の 返 還

を 請 求 し た が 、 ラ ン デ ィ ン グ は 、 こ れ に 応

じ な か っ た 。 

 

   地 方 自 治 法 （ 抜 粋 ） 

第 96 条  普 通 地 方 公 共 団 体 の 議 会 は 、 次 に 掲 げ る 事 件 を 議 決 し な け

れ ば な ら な い 。 

   （ 第 １ 号 か ら 第 11 号 ま で 省 略 ） 

 (12)  普 通 地 方 公 共 団 体 が そ の 当 事 者 で あ る 審 査 請 求 そ の 他 の 不 服

申 立 て 、 訴 え の 提 起 （ 普 通 地 方 公 共 団 体 の 行 政 庁 の 処 分 又 は 裁
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決 （ 行 政 事 件 訴 訟 法 第 ３ 条 第 ２ 項 に 規 定 す る 処 分 又 は 同 条 第 ３

項 に 規 定 す る 裁 決 を い う 。 以 下 こ の 号 、 第 105 条 の ２ 、 第 192

条 及 び 第 199 条 の ３ 第 ３ 項 に お い て 同 じ 。） に 係 る 同 法 第 11 条

第 １ 項 （ 同 法 第 38 条 第 １ 項 （ 同 法 第 43 条 第 ２ 項 に お い て 準 用 す

る 場 合 を 含 む 。） 又 は 同 法 第 43 条 第 １ 項 に お い て 準 用 す る 場 合

を 含 む 。） の 規 定 に よ る 普 通 地 方 公 共 団 体 を 被 告 と す る 訴 訟 （

以 下 こ の 号 、 第 105 条 の ２ 、 第 192 条 及 び 第 199 条 の ３ 第 ３ 項

に お い て 「 普 通 地 方 公 共 団 体 を 被 告 と す る 訴 訟 」 と い う 。） に

係 る も の を 除 く 。）、 和 解 （ 普 通 地 方 公 共 団 体 の 行 政 庁 の 処 分

又 は 裁 決 に 係 る 普 通 地 方 公 共 団 体 を 被 告 と す る 訴 訟 に 係 る も の

を 除 く 。）、 あ っ せ ん 、 調 停 及 び 仲 裁 に 関 す る こ と 。 

   （ 第 13 号 か ら 第 15 号 ま で 及 び 第 ２ 項 省 略 ） 

 


